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(1) 

0y のとき 5x であり、 8y のとき 1x であるから 
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y の概形は右の通り。 xについて解くと 
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これより、水面の高さ h cm )80( ≦≦h のときの水の体積は 

 






















 2

100
50

2

100

)2(

100

0
0 2 hy

dy
y

h
h

  

6h のときの体積は 
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(2) 

hは時間 t の関数である。水を入れ始めてから t 秒後の水面の高さを、 h cm とすると 
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3h のときの水面の上昇速度は 
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